
人口減少が課題とされる中、２０３０年代半ばまで

に３軒に１軒が空き家になると言われています。 

とりわけ中山間地では、もっと多くのお家が空き家

になってしまう可能性があると考えられています。 
 

◆空き家になる原因として… 

・古くなったまま放置してしまった 

・遠方のため管理できない 

・仏壇､家具などの処分方法が分からない 

・解体費用がかかるから 

・家の活用方法が分からない 

・他人に貸すことへの抵抗感 

・更地にすると固定資産が高くなる 

・空き家のままでも困らない 

などなど…思い当たることはありませんか？！ 
 

◆しかし、空き家を放置すると… 

・人が住まなくなると建物の劣化が急速に進む 

・管理が不十分だと固定資産が上昇する場合がある 

・管理が悪いと近隣に損害を及ぼす可能性がある 

などなど…いろいろと大変です！！× 

皆さまにはヒアリング調査に快く応じて頂いたことを心より感謝致します。 

大切なお家を空き家にしないことは、『お家を守ること』『町を守ること』に

つながります！！調査結果については、来月号で報告致します。 

お家の気になることを相談されたい方は、【ＮＰＯ法人こうふのたより 

０８５９-７２-３１２２】にいつでもお問い合わせください☺!! 

 

 

 

  

 

特定非営利活動法人 こうふのたよりＮＥＷＳ 202２.３月号 
“あげなこと”“そげなこと”活動しました報告    《Vol.4２》  

■～皆さんのお家の将来を一緒に考えてみませんか？～ 

『お家の未来ノート』ヒアリング調査レポート✍ 
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ＮＰＯ法人こうふのたよりでは、鳥取県空き家化抑制推進事業として、江府町内２０集落を対象に、１月下旬

から３月上旬にかけて『皆さんのお家の未来を一緒に考えてみませんか？』をテーマに、えんちゃんの移動  

販売車「こまわり号」に買い物に来られた方への声掛けや高齢者世帯宅に直接出向き、居宅が将来空き家と  

ならないように活用への意識や、意向を明確にするためのヒアリング調査を実施しました。あわせて、「江府町

空き家情報バンク」の制度についても案内し、江府町の空き家対策についても理解を深めて頂きました。 

 

 

  



皆さん、冬の奥大山を満喫されてました。特にスノーシューでの木谷沢渓

流散策は有意義な時間でしたとの感想でした。参加者の 9割以上が木谷

沢渓流の観光価値について高評価を示され、自然環境を保護しつつ観光

資源として活用するための提案も多く寄せられました。（文責：上野） 

 

■木谷沢渓流の自然環境を守るモニターバスツアー実施！ 
令和 3 年 12 月 10 日（金）～令和 4 年 1 月 22 日にかけて鳥取市 

出発3便、ＪＲ高松駅出発2便の冬の奥大山バスツアーを運行しました。 
モニターツアーの目的は SDGｓの観点から木谷沢渓流を守りながら観光資源として

活用することに役立つ要素を探ることです。 

木谷沢渓流ではガイドさんと一緒に「なら枯れ」の防除対策等の説明を受けながら、

60 分程のトレッキングコースを巡りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ■ お知らせ ■ 

✪琴浦町「まちネットフォーラム」にＮＰＯ法人こうふのたよりが登壇します✪ 

琴浦町内団体の連携活動を行う中間支援組織「琴浦まちづくりネットワーク」主催の『民間と行政

の役割分担とまちづくり』をテーマにしたフォーラムにＮＰＯ法人こうふのたよりが登壇、これまで

の取組について事例紹介します。【問合わせ/申込み：まちネット事務局 ☎080-1207-7136】 

 

 


